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キャリア教育における社会的能力

　わが国の産業構造や就業構造の変化により，若
者の社会的・職業的自立や学校から社会・職業へ
の円滑な移行が必要とされ，このためにキャリア
教育の推進と充実が求められている（中央教育審
議会，2011）。
　ここでいくつかの主要概念を説明しておくと，
キャリアとは「人が，生涯の中で様々な役割を果
たす過程で，自らの役割の価値や自分と役割との
関係を見いだしていく連なりや積み重ね」を意味
している。単に職業生活に関する事項だけでな
く，生涯にわたる生き方に注目している点に特徴
がある。また，キャリア教育とは，「一人一人の
社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能
力や態度を育てることを通して，キャリア発達を
促す教育」である。ここでのキャリア発達とは，

「社会の中で自分の役割を果たしながら，自分ら
しい生き方を実現していく過程」を指している。

以上の説明は，いずれも中央教育審議会（2011）
によるものであるが，学校等の実践の場で広く採
用されており，また海外での一般的な使われ方

（例：Gouws, 1995）ともほとんど差異がないと
考えられるので，そのまま使用する。
基礎的・汎用的能力
　それでは，キャリア教育で育成を図ろうとして
いる能力とはどのようなものなのだろうか。文部
科学省・国立教育政策研究所生徒指導研究セン
ター（2011）は，基礎的・汎用的能力がキャリア
教育で育成すべき能力であるとして，それを構成
する 4 つの能力（①～④）の概要を表 1 のように
まとめている。
　そして，それまでに提示されていた社会的自立
に関連する能力論として，人間力（内閣府・人間
力戦略研究会，2003），就職基礎能力（厚生労働
省，2004），社会人基礎力（経済産業省・社会人
基礎力に関する研究会，2006），学士力（中央教
育審議会，2008）を取り上げ，それらにさらに 4 
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能力 8 領域（国立教育政策研究所生徒指導研究セ
ンター，2002）を加えて，これらの諸能力と基礎
的・汎用的能力との関係をまとめている。それに
よると，先の 4 つの諸能力は，基礎的・汎用的能
力の中の④キャリアプランニング能力以外の 3 つ
の能力，すなわち①人間関係形成・社会形成能
力，②自己理解・自己管理能力，③課題対応能力
と重なるものが多いことが示されている（文部
科学省・国立教育政策研究所生徒指導研究セン
ター，2011，表 3 － 2）。ここで，④キャリアプ
ランニング能力が従来の 4 つの諸能力に含まれて
いなかったのは，4 つの諸能力がおもに学校から
職場への就職の移行期に注目しているのに対し，
④キャリアプランニング能力はより長期的なスパ
ンでのキャリア形成に関わる能力とされているた
めではないかと考えられる。
　現在，基礎的・汎用的能力の考え方にもとづく
教育実践が小～高校で実践されつつある。2017
年公示の新学習指導要領では，小学校でも特別活
動の中にキャリア教育に関わる事項が記載される
ようになり（文部科学省，2017），全校種での推
進が求められている。それ以外の場での取組に目
を向けると，経済産業省が提唱した社会人基礎力
の枠組みでの看護師養成（山本・阪上・田中・後
閑，2017）や，大学生の心理社会的発達（自我同
一性）（井芹・河村，2016）あるいは進路選択と
の関係（田島・岩瀧・山﨑，2016）の検討などが
報告されている。
キャリア発達と感情・情動
　海外では以前からキャリア発達における能

力（competency）が重視されている（文部科学
省・国立教育政策研究所生徒指導研究センター，
2011）が，理論の面ではまだ十分なレベルには
いたっていないとの意見もある（松本，2008a, 
2008b）。一方，職場に限らず家庭や日常生活な
ど人生のあらゆる場面で感情や情動が重要な役割
を担っているとして，これに注目した感情知性
あるいは情動知性（emotional intelligence）の概
念が提案されている。ただし，この概念は多義
的で，例えば管理職の職場での態度や行動と関
連があるとする報告はあるものの（例：Carmeli, 
2003），より多様な場面を考慮すると職場環境で
の効果は不明確な部分があるとのレヴュー論文
も出されており（Zeidner, Matthews, & Roberts, 
2004），キャリア形成における役割が十分に確認
されているわけではない。情動知性はこのように
議論のある概念であるが，これを教育の場で実践
につなぎ，子どもの好ましい成長や学校生活への
適応，そして社会的自立を促進しようとする取り
組みが，次に述べる社会性と情動の学習（social 
and emotional learning: 以下 SEL とする）とし
て普及しつつある。

社会性と情動の学習プログラム

SEL とは
　SEL と は， ア メ リ カ の 民 間 団 体 で あ る
Collaborative for Academic, Social, and Emotional 
Learning（CASEL：キャセル）（学業・社会性・
情動学習振興団体）によると「子どもや大人が，

表 1　基礎的・汎用的能力の説明表 1 基礎的・汎用的能力の説明 
能力 説明 

①人間関係形成・

社会形成能力 
多様な他者の考えや立場を理解し，相手の意見を聴いて自分の考えを正確

に伝えることができるとともに，自分の置かれている状況を受け止め，役

割を果たしつつ他者と協力・協働して社会に参画し，今後の社会を積極的

に形成することができる力 
②自己理解・自己

管理能力 
自分が「できること」「意義を感じること」「したいこと」について，社会

との相互関係を保ちつつ，今後の自分自身の可能性を含めた肯定的な理解

に基づき主体的に行動すると同時に，自らの思考や感情を律し，かつ，今

後の成長のために進んで学ぼうとする力 
③課題対応能力 仕事をする上での様々な課題を発見・分析し，適切な計画を立ててその課

題を処理し，解決することができる力 
④キャリアプラン

ニング能力 
「働くこと」の意義を理解し，自らが果たすべき様々な立場や役割との関

連を踏まえて「働くこと」を位置付け，多様な生き方に関する様々な情報

を適切に取捨選択・活用しながら，自ら主体的に判断してキャリアを形成

していく力 
                         文部科学省・国立教育政策研究所生徒指導研究センター（2011） 

 
 



187キャリア発達のための社会性と 
情動の学習（SEL-8Career）プログラムの試案構成

情動（感情）の理解と管理，積極的な目標設定と
達成，他者への思いやりをもちそれを示すこと，
好ましい関係作りと維持，そして責任ある意思決
定について，これらができるようになるための知
識，態度，スキルを身につけて効果的に利用でき
る過程」を含むと説明されている（Collaborative 
for Academic, Social, and Emotional Learning, 
2012）。なお，本研究での社会的能力とは，適切
な自己・他者・状況認知をもとに，自己の情動と
行動をコントロールして，周囲の人々や集団との
良好な関係や関わりをもつ力を意味する。わが国
ではより簡潔に，「自己の捉え方と他者との関わ
り方を基礎とした，社会性（対人関係）に関する
スキル，態度，価値観を育てる学習」といった説
明もされている（小泉，2011）。
　SEL のための学習プログラム（SEL プログラ
ム）は，欧米を中心に多数開発され効果検証が進
められている。ランダム化比較試験（RCT）を
用いたエビデンスレベルが高いとされる多数の
研究のメタ分析で，その教育効果が確認されて
い る（Durlak, Weissberg, Dymnicki, Taylor, & 
Schellinger, 2011）。また介入後のフォローアッ
プ期の効果を報告している 82 の研究のメタ分析
で，介入群は統制群よりも社会性と情動のスキ
ル，態度，健康について好ましい結果が出ている
ことも示されている（Taylor, Oberle, Durlak, & 
Weissberg, 2017）。わが国においても効果検証が
進みつつあるが，エビデンスの観点では，まだ十
分なレベルにはないとの指摘もある（Ikesako & 
Miyamoto, 2015）。
　 小 中 学 生 を 対 象 と し た SEL-8S（Social and 
Emotional Learning of 8 Abilities at School）プ
ログラム（小泉，2011）は，わが国の SEL プロ
グラムの中の特定のプログラムで，8 つの社会的
能力（自己への気づき，他者への気づき，自己の
コントロール，対人関係，責任ある意思決定，生
活上の問題防止のスキル，人生の重要事態に対処
する能力，積極的・貢献的な奉仕活動）の育成を
めざしている。初めの 5 つが基礎的な社会的能
力，残りの 3 つが応用的な社会的能力と区分され
ている。徐々にではあるが，SEL-8S の実践研究
において効果検証が進みつつある（例：香川・小
泉，2015）。
本研究の目的
　本研究は，この 8 つの社会的能力の枠組みを
用いて，青年期中期以降を中心にキャリア発達
を促進するための SEL プログラム「キャリア
発達のための社会性と情動の学習」（Social and 

Emotional Learning of 8 Abilities for Career 
Development: 以下，SEL-8Career とする）プロ
グラムの構成の試案を提案することを目的とする
ものである。プログラムの対象は，何らかの就学
上あるいは生活上の困難を抱えているために，高
校卒業後あるいはそれに相当する年齢での社会的
自立に課題を抱えていたり，その恐れのある者で
ある。
　ここで SEL-8Career に 8 つの社会的能力の枠
組みを用いるのは，5 つの基礎的な社会的能力が
CASEL によって SEL を構成する重要な能力で
あるとされ（Collaborative for Academic, Social, 
and Emotional Learning, 2012），汎用性が高いと
判断されるのと，3 つの応用的な社会的能力も，
発達段階や適用対象となる状況（学校，家庭，職
場など）を問わず，環境への適応に必要な能力で
あると考えたためである。
SEL とソーシャルスキルトレーニング
　SEL-8Career プログラムでは，ソーシャルスキ
ルトレーニング（SST）が重要な学習手法となっ
ており，従来就労支援の場で重要な役割を果たし
ていると考えられる。ただし，SST に関して公
表されているのは，病院や精神科デイケアでの実
践のみであり（大川・本田，2017），定時制高校
や通信制高校を含めてその他の組織や機関等での
実践の実態は明らかでない。
　なお，通信制課程高校生については，SEL-8S
プログラムと同一の社会的能力の枠組みで作成さ
れたキャリア教育に関わるプログラムが提案され
ている（小泉，2008）。ただし，これは通信制課
程の特徴として，自学用またはメディア用教材の
作成を前提としているために，小ステップでのカ
リキュラム構成となっており，全体で 48 の授業
構成となっている。通信制課程以外でこれだけの
学習時間や学習機会を確保するのは容易ではない
ため，今回はこれを一部参考にしつつも，新たに
学習プログラムを構成することとした。

SEL-8Career プログラムの試案

　SEL-8Career プログラムの 8 つの社会的能力
を，児童生徒用の SEL-8S プログラム（小泉，
2011）と比較するかたちで表 2 に示した。これ
は，小中学生を対象とした SEL-8S プログラムの
8 つの社会的能力の枠組みを基本にして，青年期
以降を中心にしたキャリア発達に関係する能力を
記述したもので，5 つの基本的な社会的能力は同
じであるが，3 つの応用的な社会的能力は発達段
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，
い

ろ
い
ろ

な
選

択
肢

を

選
ん

だ
場
合

に
予
想

さ
れ

る
結

果
を
十

分
に

考
慮

し
，
意
思

決
定
を
行

う
。
そ

の
際
に
，
他

者
を

尊
重

し
，

自
己
の

決
定
に

つ
い

て
は

責
任
を

も
つ

力
 

 
○

 

主
体

的
行
動
 

 
 

応 用 的 な 社 会 的 能 力 

生
活

上
の

問
題

防
止

の
ス
キ

ル

ア
ル

コ
ー
ル
・
タ
バ

コ
・
薬
物

乱
用
防

止
，
病
気

と
け

が
の
予

防
，
性

教
育

の
成

果
を
含

め
た

健
全

な
家

庭
生
活
，
身
体

活
動

プ
ロ

グ
ラ
ム

を
取

り
入

れ
た

運
動
の

習
慣
化

，
暴

力
や

け
ん
か

の
回

避
，

精
神

衛
生
の

促
進
な

ど
に

必
要

な
ス
キ

ル
 

適
切

な
ア
ル

コ
ー
ル
・
タ
バ

コ
飲
用
，
薬

物
乱

用
防

止
，
病
気

と
け
が
の

予
防
，
健

全
な
家

庭
生

活
，
運

動
の

習
慣
化

，
暴
力

や
け

ん
か

の
回
避

，
精
神

衛
生

の
促

進
な
ど

に
必
要

な
力

 

 
△

 

ス
ト

レ
ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
 

 
 

人
生

の
重

要
事

態
に

対
処

す
る

能
力

 

中
学

校
・
高

校
進
学

へ
の

対
処

，
緊
張

緩
和

や
葛

藤
解

消
の
方

法
，
支

援
を

求
め

方
（
サ

ポ
ー

ト
源

の
知

識
，
ア

ク
セ
ス

方
法

），
家

族
内

の
大

き
な

問
題
（

例
：
両

親
の

離
婚

や
別

居
）
や

死
別

へ
の

対
処

な
ど
に

関
す
る

能
力
 

就
職

・
転
職

・
異
動

な
ど

の
環

境
移
行

へ
の

対
処

，

家
族

内
の
大

き
な
問

題
（
結

婚
や
死
別

な
ど
）
へ

の

対
応

，
緊

張
緩
和
や

葛
藤

解
消

，
支
援

要
請
（

サ
ポ

ー
ト

源
を
探

し
，
ア

ク
セ

ス
す

る
）
な

ど
に

関
す

る

力
 

 
△

 

ス
ト

レ
ス

マ
ネ

ジ

メ
ン

ト
 

 
○

 

将
来

設
計
，

選
択
，

行
動

と
改
善
 

積
極

的
，

貢
献

的
な

奉
仕
活

動

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
精
神

の
保

持
と

育
成
，
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動
（

学
級
内

，
異

学
年

間
，
地

域
社

会
で

の
活

動
）
へ

の
意
欲

と
実

践
力
 

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
精
神

の
保

持
と

向
上
，
身

近
な
人

助

け
と

自
発
的

関
与
に

関
す

る
力

 
 

 
 

 

（
注

）
○

は
比

較
的

強
く

該
当

し
て

お
り

，
△

は
弱

く
該

当
し

て
い

る
こ

と
を

表
す

。
ま

た
，

〇
△

の
記

号
の

下
の

文
言

は
，

文
部

科
学

省
・

国
立

教
育

政
策

研
究

所
生

徒
指

導
研

究
セ

ン
タ

ー
（

20
11

）
よ

り
の

抽
出

で
あ

る
。
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階に即した内容となっている。
　さらに表 2 には，これらの社会的能力と 4 つの
基礎的・汎用的能力の関係をまとめてある。両者
の関係の強弱を便宜的に○△で表すとともに，そ
の関係を理解できるように，文部科学省・国立教
育政策研究所生徒指導研究センター（2011）に示
されている関連する文言も引用した。
　表 2 からは，SEL-8Career が基礎的・汎用的能
力の 4 つの能力を，ほぼすべて含んでいることが
わかる。なお，「対人関係」と基礎的・汎用的能
力の③課題対応能力の関係が，“弱い”を表す△
になっているのは，次の理由による。③課題対応
能力は，表 1 で「仕事をする上での」とあるよう
に仕事の場面に限定しての課題の原因の追究や，
仕事に関する情報の理解・選択・処理を意味して
いる。一方，「対人関係」は，仕事上の人との関
わりにおける関係構築力を含んでいるが，人との
関わり以外の課題や情報への対応は取り扱ってい
ないためである。なお，「対人関係」は仕事に限

定せず，生活全般における人との関わりにおける
関係構築力を意味しており，その点では職業に限
定せず生涯にわたる生き方を意味する“キャリ
ア”概念により近いとも言える。
　SEL-8Career の実際の学習は，表 3 の最上段に
示す「A 基本的生活習慣」～「H ボランティア」
の 8 つの学習領域で進められる。表 3 は各学習領
域での主テーマと，その主テーマの学習によって
おもに育成を図る社会的能力との関連づけを示し
ている。なお，記述のない他の社会的能力との関
係が全くないという意味ではない。例えば，「A
基本的生活習慣」の「時間管理」は，自己のコン
トロール以外に，自分の日常生活の振り返りを要
するため，自己への気づきに関連してくるし，ま
たこれからの実行への決心は，責任ある意思決定
に関わる。
　次に表 3 の主テーマをもとに，各学習ユニット
のねらいとそこでの重要な気づきやスキルの試案
をまとめたものが表 4 である。ここでの学習ユ

表 3　SEL-8Career の 8 つの学習領域における主テーマ例表 3 SEL-8Career の 8 つの学習領域における主テーマ例 
学習領域 

 
社会的能力 

A 基本的生活
習慣 

B 自己・他
者 へ の
気づき，
聞く 

C 伝える D 関 係 づ
くり 

E ス ト レ
ス マ ネ
ジ メ ン
ト 

F 問 題 防
止 

G 環 境 変
化 へ の
対処 

H ボ ラ ン
ティア 

基

本

的

な

社

会

的

能

力 

自己への気
づき 

 ・自己理解
（感情，人
間関係能
力，諸特
性） 

  

他者への気
づき 

 ・他者理解
（感情，立
場） 

・傾聴 

  

自己のコン
トロール 

・時間管理 
・金銭管理 
・整理整頓 

   

対人関係 

・あいさつ  ・感情伝達
・意思伝達

（依頼，断
り，質問，
電話，電子
メール・
SNS など）

・関係開始
・関係維持
・問題解決
・意見・説明
 

 

責任ある意
思決定 

   ・規範行動  

応

用

的

な

社

会

的

能

力 

生活上の問
題防止のス
キル 

   ・ストレス認
知 

・ストレス対
処 

・精神衛生
・健康管理
 

・援助要請  

人生の重要
事態に対処
する能力 

   ・求職 
・就職 
・異動 
 

 

積極的，貢
献的な奉仕
活動 

   ・家庭・職
場・地域で
のボラン
ティア 

（注）この表は，各主テーマでおもに育成を図る社会的能力との関係を示したもので，他の社会的能力の育成も行われる。 
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1 
 表

4 
 S

E
L-

8C
ar

ee
rの

学
習
ユ
ニ
ッ
ト
の
ね
ら
い
と
重
要
な
気
づ
き
や
ス
キ
ル

1  
学
習
領
域

 
学
習
ユ
ニ
ッ
ト

 
学
習
の
ね
ら
い

 
重
要
な
気
づ
き
や
ス
キ
ル

 
A 

基
本

的
生

活

習
慣

 
あ
い
さ
つ

 
「

初
対

面
の

人
へ

の
あ

い

さ
つ
」

 

就
職

先
や

ア
ル

バ
イ

ト
先

な
ど

で
初

め

て
会

う
人

へ
の

あ
い

さ
つ

や
自

己
紹

介

の
仕
方
を
身
に
つ
け
る
。

 

・
就
職
等
に
関
係
す
る
場
面
で
の
あ
い
さ
つ
の
重
要
性
を
知
る
。

 
・
「
あ
い
さ
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」（

声
，
姿
勢
，
視
線
）
を
身
に
つ
け
る
。

 
・
「
二
言
あ
い
さ
つ
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 
・
「
自
己
紹
介
の
ポ
イ
ン
ト
」（

あ
い
さ
つ
，
名
前
，
一
言
ア
ピ
ー
ル
な
ど
）
を
身
に

つ
け
，
適
切
な
自
己
紹
介
が
で
き
る
。

 
 

整
理
整
頓

 
「

所
持

品
や

道
具

な
ど

の

管
理
」

 

所
持
品
や
身
の
回
り
の
物
品
・
道
具
な
ど

を
適

切
に

管
理

す
る

こ
と

の
メ

リ
ッ

ト

を
知
り
，
自
分
に
合
っ
た
管
理
方
法
を
身

に
つ
け
る
。

 

・
整
理
整
頓
の
重
要
性
に
気
づ
く
。

 
・
「
道
具
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
」（

グ
ル
ー
プ
分
け
，
場
所
を
決
め
る
，
元
に
戻
す
，
捨

て
る
）
を
知
る
。

 
・
自
分
に
適
し
た
整
理
整
頓
の
方
法
を
実
行
で
き
る
。

 
 

時
間
管
理

 
「
時
間
を
大
切
に
」

 
時
間
管
理
の
重
要
性
に
気
づ
き
，
日
々
の

生
活
の
中
で
，
有
効
な
管
理
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

 

・
自
分
の
時
間
管
理
の
現
状
に
目
を
向
け
，
問
題
点
に
気
づ
く
。

 
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
（
実
施
事
項
，
時
間
，
計
画
，
修
正
）
を
知
り
，

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
す
べ
き
事
態
を
適
切
に
選
択
で
き
る
。

 
 

金
銭
管
理

 
「
お
金
を
大
切
に
」

 
金
銭
管
理
の
重
要
性
に
気
づ
き
，
自
ら
の

生
活
を
振
り
返
っ
て
，
計
画
的
な
管
理
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 

・
自
分
の
金
銭
管
理
の
特
徴
や
問
題
点
に
気
づ
く
。

 
・
電
子
マ
ネ
ー
等
の
利
便
性
と
注
意
点
を
理
解
し
，
適
切
な
利
用
方
法
を
身
に
つ
け

る
。

 
・
現
金
と
預
金
を
含
め
て
，
適
切
な
管
理
方
法
を
身
に
つ
け
る
。

 
B

 自
己

・
他

者

へ
の
気
づ
き
，

聞
く

 

自
己
理
解
①

 
「
自
分
の
得
意
・
不
得
意
」

自
分

の
得

意
な

こ
と

と
不

得
意

な
こ

と

を
自
覚
し
，
得
意
な
こ
と
を
伸
ば
す
と
と

も
に
，
不
得
意
な
こ
と
の
改
善
へ
の
意
欲

を
高
め
る
。

 

・
他
者
か
ら
見
た
自
分
の
得
意
な
面
を
知
る
。

 
・
自
己
評
価
で
，
自
分
の
不
得
意
な
面
を
振
り
返
る
。

 
・
得
意
な
こ
と
を
伸
ば
す
方
法
と
不
得
意
な
こ
と
を
改
善
す
る
方
法
を
考
え
，
実
行

へ
の
意
欲
を
高
め
る
。

 
 

自
己
理
解
②

 
「
自
分
の
特
徴
を
知
ろ
う
」

自
分
の
長
所
と
短
所
に
気
づ
き
，
長
所
を

伸
ば
す
と
と
も
に
，
短
所
を
克
服
す
る
方

法
を
考
え
，
自
己
の
成
長
に
つ
な
ぐ
機
会

と
す
る
。

 

・
エ
ゴ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
，
自
分
の
長
所
と
短
所
に
気
づ
く
。

 
・
長
所
と
短
所
は
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

 
・
自
分
の
短
所
の
克
服
に
建
設
的
に
取
り
組
む
方
法
を
考
え
，
実
行
へ
の
意
欲
を
も

つ
。

 
 

他
者
理
解

 
「
別
の
面
に
気
づ
こ
う
」

 
 

人
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
が
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
，
複
眼
的
に
見
よ
う
と
す
る
態
度
を

身
に
つ
け
る
。

 

・
身
近
な
人
の
好
き
な
特
徴
と
嫌
い
な
特
徴
を
書
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
人
に

は
必
ず
複
数
の
面
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

 
・
意
識
的
に
複
数
の
面
を
見
よ
う
と
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
。

 
・
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
他
者
理
解
の
課
題
に
気
づ
き
，
改
善
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。

 
 

傾
聴

 
「
“
気
持
ち
”
を
聞
こ
う
」

 
話
の
聞
き
方
に
は
，
複
数
の
レ
ベ
ル
が
あ

る
こ

と
を

知
り

，
傾

聴
の

経
験

を
通

し

て
，
そ
の
重
要
性
と
や
り
方
を
身
に
つ
け

る
。

 

・
“
聞
く
”
に
は
少
な
く
と
も

3
つ
の
レ
ベ
ル
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

 
・
傾
聴
を
経
験
し
て
，
そ
の
大
切
さ
に
気
づ
く
。

 
・
「
正
し
い
聞
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
」
（
姿
勢
，
視
線
，
態
度
，
あ
い
づ
ち
）
を
知
り
，

そ
れ
を
使
っ
た
聞
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 

表
4　

SE
L-

8C
ar

ee
rの

学
習

ユ
ニ

ッ
ト

の
ね

ら
い

と
重

要
な

気
づ

き
や

ス
キ

ル
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　
本
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
，
村
上
敏
之
氏
の
助
言
を
得
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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2 
 C

 伝
え
る

 
依
頼

 
「
上
手
な
頼
み
方
」

 
依
頼
す
る
場
面
で
の
，
適
切
な
頼
み
方
を

身
に
つ
け
る
。

 
・
頼
み
方
に
よ
っ
て
，
結
果
が
異
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 
・
自
分
の
頼
み
方
の
特
徴
に
気
づ
く
。

 
・「

頼
み
方
の
ポ
イ
ン
ト
」 （

相
手
の
都
合
，
内
容
の
明
確
化
，
理
由
，
感
謝
の
言
葉
）

を
身
に
つ
け
る
。

 
 

断
り

 
「
上
手
な
断
り
方
」

 
 

断
る
べ
き
場
面
で
の
，
適
切
な
断
り
方
を

身
に
つ
け
る
。

 
・
円
滑
な
人
間
関
係
に
お
け
る
断
る
こ
と
の
重
要
性
に
気
づ
く
。

 
・
断
り
方
に
，
非
主
張
的
，
攻
撃
的
，
主
張
的
の

3
種
類
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

 
・
「
断
り
方
の
ポ
イ
ン
ト
」
（
明
確
な
断
り
，
理
由
，
代
案
提
示
）
を
身
に
つ
け
る
。

 
 

気
持
ち
の
伝
達

 
「

良
い

気
持

ち
と

嫌
な

気

持
ち
」

 

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

気
持

ち
と

ネ
ガ

テ
ィ

ブ

な
気
持
ち
を
，
適
切
に
相
手
に
伝
え
る
方

法
を
身
に
つ
け
る
。

 

・
自
分
の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
の
重
要
性
に
気
づ
く
。

 
・
“
わ
た
し
メ
ッ
セ
ー
ジ
”
で
自
分
の
気
持
ち
や
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
・
“
あ
な
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
”
で
自
分
の
気
持
ち
や
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

質
問

 
「

わ
か

ら
な

い
こ

と
を

聞

く
」

 

質
問
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
知
り
，
状
況

や
相

手
に

合
わ

せ
た

適
切

な
質

問
方

法

を
身
に
つ
け
る
。

 

・
質
問
は
，
自
己
の
利
益
と
相
互
理
解
に
つ
な
が
る
こ
と
を
知
る
。

 
・
質
問
形
式
が

2
種
類
（
開
・
閉
）
あ
り
，
異
な
る
機
能
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

 
・
「
聞
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
」
（
タ
イ
ミ
ン
グ
・
許
可
，
質
問
，
理
解
の
伝
達
，
感
謝
）

を
身
に
つ
け
る
。

 
 

電
話
の
マ
ナ
ー

 
「
仕
事
で
使
う
電
話
」

 
 

職
場

等
で

の
電

話
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン
方
法
を
身
に
つ
け
る
。

 
・
職
場
等
で
の
電
話
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
確
認
す
る
。

 
・
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
面
で
の
電
話
の
受
け
方
を
身
に
つ
け
る
。

 
・
職
場
等
で
の
電
話
の
か
け
方
を
身
に
つ
け
る
。

 
 

メ
ー
ル
や

SN
S 

「
顔

の
見

え
な

い
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
」

 

メ
ー
ル
や

SN
S

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
，
対
面
で
の
や
り
と
り
と
異
な
る

面
が
あ
り
，
そ
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
や
り

方
を
身
に
つ
け
る
。

 

・
メ
ー
ル
等
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
，
対
面
に
比
べ
て
情
報
量
が
少
な
い
と

い
う
特
徴
に
気
づ
く
。

 
・
メ
ー
ル
や

SN
S
に
よ
る
種
々
の
ト
ラ
ブ
ル
の
実
態
を
知
る
。

 
・
メ
ー
ル
や

SN
S

を
使
う
際
の
注
意
点
を
知
り
，
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
な
い
よ
う
に

す
る
。

 
D

 関
係
づ
く
り

 
関
係
開
始

 
「

友
だ

ち
や

知
人

を
つ

く

ろ
う
」

 

新
し

い
環

境
の

中
で

出
会

う
人

と
信

頼

関
係
を
築
く
こ
と
の
重
要
性
を
知
り
，
そ

の
た

め
の

具
体

的
な

方
法

を
身

に
つ

け

る
。

 

・
新
し
い
出
会
い
の
中
で
，
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
の
重
要
性
を
知
る
。

 
・
関
係
開
始
の
た
め
に
，
「
あ
い
さ
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
実
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

・
「
自
己
紹
介
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
適
切
に
実
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

 
関
係
維
持

 
「
時
間
や
約
束
を
守
ろ
う
」

他
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
，
時
間
や
約
束

を
守
る
こ
と
の
重
要
性
を
知
り
，
自
分
な

り
の
方
法
を
身
に
つ
け
る
。

 

・
他
者
と
の
関
係
維
持
の
た
め
に
，
時
間
や
約
束
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
に
気
づ
く
。
 

・
時
間
や
約
束
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
の
自
分
の
行
動
の
特
徴
を
知
る
。

 
・
時
間
や
約
束
を
守
る
た
め
の
方
法
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
，
メ
モ
，
ア
ラ
ー
ム
な
ど
）

を
知
り
，
実
行
へ
の
意
欲
を
高
め
る
。

 
 

意
見
，
説
明

 
「

要
領

よ
く

上
手

に
話

そ

う
」

 
 

自
分
の
考
え
や
思
い
を
伝
え
た
り
，
状
況

や
経

過
を

説
明

し
た

り
す

る
場

面
で

の

話
し
方
を
身
に
つ
け
る
。

 

・
自
分
の
考
え
や
思
い
の
表
明
，
状
況
や
経
過
の
説
明
の
場
面
で
の
自
分
の
行
動
を

ふ
り
返
る
。

 
・
「
伝
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
」
（
要
点
や
全
体
像
の
説
明
，
次
に
補
足
事
項
や
状
況
の
説

明
）
を
知
り
，
身
に
つ
け
る
。

 
 

問
題
解
決

 
「
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
」

 
 

周
囲

の
人

と
ト

ラ
ブ

ル
に

な
っ

た
と

き

に
，
適
切
に
解
決
で
き
る
方
法
を
身
に
つ

け
る
。

 

・
避
け
が
た
い
意
見
の
相
違
や
利
害
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
る
ト
ラ
ブ
ル
場
面
で
の
自

分
の
行
動
を
ふ
り
返
る
。

 
・
ト
ラ
ブ
ル
は
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

 
・
「
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
」
（
目
標
設
定
，
多
様
な
解
決
方
法
案
出
，
結
果
予

想
，
最
善
策
の
決
定
と
実
行
）
を
知
り
，
身
に
つ
け
る
。

 

（
表

4　
続

き
）
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3 
 E

 ス
ト

レ
ス

マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

 
ス

ト
レ

ス
の

種
類

と
ス

ト

レ
ス
対
処

 
「
ス
ト
レ
ス
を
知
ろ
う
」

 

ス
ト
レ
ス
に
は
善
玉
と
悪
玉
の

2
種
類
が

あ
る
こ
と
を
知
り
，
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
方

法
や
対
処
方
法
を
知
る
。

 

・
善
玉
・
悪
玉
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 
・
善
玉
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
を
活
か
す
方
法
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

 
・
悪
玉
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
反
法
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
処
方
法
を
知
り
，

自
分
に
合
っ
た
方
法
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
。

 
 

 
自
分
の
ス
ト
レ
ス
対
処
法

 
「
私
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
」

ス
ト

レ
ス

へ
の

対
処

法
に

は
さ

ま
ざ

ま

な
方
法
が
あ
る
こ
と
を
知
り
，
自
分
に
あ

っ
た
方
法
を
見
つ
け
，
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

 

・
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
や
状
況
で
の
ス
ト
レ
ス
対
処
法
を
知
る
。

 
・
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
そ
の
も
の
へ
の
対
応
が
有
効
で
あ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す

る
。

 
・
ス
ト
レ
ス
対
処
法
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
，
場
面
や
状
況
に
適
し
た
自
分
な
り

の
対
処
法
を
身
に
つ
け
る
。

 
F 

問
題
防
止

 
心
身
の
健
康

 
「
心
と
体
の
健
康
」

 
心
身
の
健
康
の
大
切
さ
を
理
解
し
，
自
ら

の
健

康
管

理
の

必
要

性
と

そ
の

た
め

の

具
体
的
な
方
法
を
身
に
つ
け
る
。

 

・
自
分
の
食
生
活
や
精
神
衛
生
に
つ
い
て
振
り
返
る
。

 
・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
知
り
，
肥
満
や
不
必
要
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
避
け
よ
う
と

す
る
意
欲
を
高
め
る
。

 
・
心
の
健
康
へ
の
関
心
を
高
め
，
自
己
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
っ
て
健
康
度
を
保
つ
方
法
を

知
る
。

 
 

規
範
意
識
の
向
上

 
「

自
分

も
他

人
も

気
持

ち

よ
く
過
ご
そ
う
」

 

公
共
の
場
所
で
は
，
自
由
で
は
な
く
，
他

人
に
気
づ
か
う
言
動
が
必
要
で
あ
り
，
自

分
と

他
人

の
両

方
を

考
え

な
け

れ
ば

な

ら
な
い
こ
と
に
気
付
く
。

 

・
法
律
違
反
で
は
な
い
が
，
マ
ナ
ー
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
社
会
の
ル
ー
ル
の
具

体
例
を
知
る
。

 
・
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の
自
他
の
利
益
に
気
づ
く
。

 
・
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
へ
の
意
欲
を
高
め
る
。

 
G

 人
生
の
岐
路

 
 

生
き
方
の
選
択
と
決
定

 
「
自
分
を
活
か
そ
う
」

 
進
学
や
就
職
を
含
め
て
，
こ
れ
か
ら
の
人

生
設

計
の

た
め

に
考

慮
す

べ
き

事
項

を

知
り
，
必
要
な
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

 

・
「
生
き
方
決
定
プ
ロ
セ
ス
表
」
の
使
い
方
を
身
に
つ
け
る
。

 
・
今
後
の
人
生
設
計
の
た
め
に
考
慮
す
べ
き
事
項
（
自
己
の
特
徴
，
願
い
，
職
業
の

種
類
・
内
容
等
）
を
理
解
す
る
。

 
・
こ
れ
か
ら
収
集
す
べ
き
情
報
を
確
認
す
る
。

 
 

援
助
要
請

 
「
困
っ
た
ら
聞
こ
う
」

 
生
き
方
の
選
択
で
迷
っ
た
り
，
新
し
い
環

境
で
困
難
に
出
合
っ
て
も
，
適
切
な
援
助

者
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

・
ど
ん
な
こ
と
で
も
，
適
切
な
援
助
者
を
見
つ
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
す
る
。

 
・
援
助
者
の
見
つ
け
方
（
公
的
機
関
を
含
む
）
を
知
る
。

 
・
適
切
な
援
助
の
求
め
方
（
説
明
や
質
問
の
要
点
を
ま
と
め
て
お
く
，
関
連
資
料
の

収
集
と
整
理
等
）
を
身
に
つ
け
る
。

 
H

 ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
 

家
族
や
友
人
へ
の
援
助

 
「
身
近
な
人
助
け
」

 
家

族
や

友
人

な
ど

身
近

な
人

に
手

助
け

が
必
要
な
場
面
で
，
適
切
に
声
を
か
け
て

援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

・
ど
の
よ
う
な
場
面
で
，
身
近
な
人
が
手
助
け
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
る
か
を
思

い
起
こ
す
。

 
・
適
切
な
声
掛
け
の
方
法
を
身
に
つ
け
，
手
助
け
を
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め
る
。
 

・
相
手
に
は
援
助
を
断
る
自
由
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

 
 

街
中
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 
「
ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
」

街
中
や
交
通
機
関
の
中
な
ど
で
，
手
助
け

が
必
要
な
人
に
，
適
切
に
声
を
か
け
て
援

助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

・
街
中
や
交
通
機
関
な
ど
で
，
誰
が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
手
助
け
を
必
要
と
す
る
の

か
を
考
え
る
。

 
・
適
切
な
声
掛
け
の
方
法
を
身
に
つ
け
，
手
助
け
を
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め
る
。
 

・
相
手
に
は
援
助
を
断
る
自
由
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

 
 

（
表

4　
続

き
）



193キャリア発達のための社会性と 
情動の学習（SEL-8Career）プログラムの試案構成

ニットとは学習の単位を意味しており，学校で言
えば 1 授業時間（45 ～ 50 分）を想定している。
なお，学習者の実態や学習状況等によって，学習
時間を柔軟に調整することが予想される。また学
習ユニットは，A，B，D の 3 領域が 4 つずつ，
C 領域が 6 つ，他の E ～ H の 4 領域は 2 つずつ
配置されているが，この学習内容と学習回数につ
いては，今後の実践の試行状況や成果によって，
修正や改善が必要になると予想される。
　学習方法については，小中学生用の SEL-8S プ
ログラムと同様に，単に講義や説明を聞くだけで
なくモデリングやロールプレイを交えた体験型の
学習形態でなければ，学習効果は期待できない。
そして，そうした学習成果を実際の日常生活や実
社会で生かして身につけることができるような場
や機会が提供される必要がある。

今後取り組むべき課題

　本論文では学習プログラムの構成のみを提案し
ている。したがって，実践に際しては，具体的な
指導案あるいはマニュアルを作成し，さらに教材
を準備する必要がある。指導にあたるのは，高校
であれば教員であるが，他の機関等であればイン
ストラクター的な役割を担う人であり，それらの
指導者の指導力向上のための手立ても必要になる
であろう。
　また，学習成果を確認するための評価方法の確
立も重要である。すなわち，1 回 1 回の学習ごと
の形成的評価と，一定期間の取組に関する総括的
評価といったように，期間の異なる評価のための
評価方法とそのための指標が必要である。方法と
しては，学習者の自己評価，指導者や学習者同士
等による他者評価，そして具体的な行動に関する
成果指標（例：就職率，定着率など）が考えられ
る。これらは，学習プログラムの改善に関しても
重要な情報を提供してくれるため，必要不可欠な
事項である。
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